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図１ 水揚げされたイセエビ         図２ イセエビ漁獲量の推移（R3年は速報値） 

 

イセエビ（Panulirus japonicus）はイセエビ科の大型のエビで、南日本の太平洋側におい

ては最も主要な甲殻類の一種１）です。福島県でもイセエビは漁獲され、平成 13～22 年は

0.1～5.3 トン、平成 30～令和 2 年は 0.6～4.5 トンで推移しました（図２）。また、令和 3 年

は 10 月末現在で 5.6 トンと震災後最大の漁獲量となっています（速報値）。 

過去、福島県においては抱卵した雌個体 2）や全長 5cm 未満の小型個体が捕獲 3）されてい

ますが、イセエビの幼生（フィロゾーマ幼生）は一年弱の長い浮遊期を持ち 4）、福島県沖で

生まれた幼生が福島県での漁獲量増加に寄与しているかは不明です。福島県でのイセエビ

の漁獲量の増加には、海水温の変動が関係している可能性がありますが、それを裏付ける証

拠は現段階ではありません。 
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